
※自動掃除機能が付いた機種やグリルと標準プレフィルターの間に挟めないものは、空調機の内側に取り付けることはできません。 ※使用環境やお手入れ方法により、利用可能な回数は異なります。

花粉アレル物質 ダニアレル物質

使いやすい仕様で
取付もかんたん

いろいろなシーンで活躍

・1回の洗浄での効果は
 約1年継続します。

・取付は標準プレフィルターと
 グリルの間へ挟むだけ。

エアコンの臭い対策に

教室の花粉、
ご家庭のダニ対策に

カビ汚れや臭い、ホコリ、ウイルスを防いで空気をきれいにしながら、
お客様ご自身のメンテナンスをお助けするフィルターに花粉除去がプラス!!

DEBUT!花粉プレフィルター
これからのメンテナンスを変えていく
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■一定量のアレル物質液との反応試験18時間後（ELISA法測定値）

花粉を除去するメカニズム

細菌、カビの
成長をカット

ウイルス、カビの繁殖を
抑えて室内空気を
きれいにします。

フィルターに花粉がくっつくと、
花粉が割れて「アレル物質」が
発生します。

臭い、カビ汚れを
カット

臭い、カビ汚れを
抑えて、綺麗な状態を

保ちます。

空気中の
花粉をカット

空気中に舞う花粉を
キャッチするので
安心です。

アレル物質の
働きをカット

空気中の
花粉をカット

アレル物質の
働きをカット

花粉やダニを取り囲み
アレル物質の働き
そのものを抑えます。

花粉プレフィルターは防カビ・抗菌効果はそのままで、
花粉をはじめとするアレル物質（花粉、ダニなど）をカットし、室内環境を快適にします。

アレル物質にお悩みの方の救世主として活躍します。

水洗い
OK！

花粉

アレル物質

アレル物質

高分子ポリマー

1
高分子ポリマーが
アレル物質の周りを
取り囲みます。

2
コーティングされた
アレル物質は
効力を失います。

3 アレル物質の働きを抑え、
快適空間が生まれます。4
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ダイキン工業株式会社　サービス本部

・フィルターの特性上、水洗いを繰り返すことで少しずつ縮みます。
・フィルターが黒くなりますが、ごみや埃の色素が付着しているだけで
効果に影響はありませんが、気になる場合は交換ください。
・お手入れ時期は使用環境により異なります。

■仕様 ■花粉プレフィルターの仕様について

 ※一般事務所相当（保塵量：350mg/m3、16時間）で使用した場合、
　お手入れ時期は2ヶ月です。

防カビ・抗菌の性能評価標準のプレフィルターとの
捕集効率の比較

抗アレル物質評価結果

フィルターに付着する様々な菌（主な食中毒菌や感染症を引き起こす菌）
に対して、高い抗菌防カビ効果があることが確認できました。

■千葉大真菌医学センターによる検証結果　試験方法：JISZ2911:2010「カビ抵抗性試験」

評価方法
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室内機の中に侵入する
埃の量

花粉プレフィルター使用で
捕れる埃の量

花粉プレフィルターを使用する事で、
室内機内部に繁殖するカビやスライム、
汚れを減らす効果が期待できます

小さなゴミが取れず、室内機内部に
汚れやカビが繁殖します。

小さなゴミも取り、菌も繁殖させないので、
室内機内部の汚れを抑え、
カビの繁殖も減ります！
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商品名 定格風速（m/ｓ）初期圧損（pa） 最終圧損（pa） 捕集効率（％）

花粉プレフィルター

防カビ抗菌プレフィルター

防カビ抗菌プレフィルター
【ロール品】

防カビ抗菌プレフィルター
【オーダーメイド品】

寸法（mm）

縦570×横570×厚み3

縦900×横25,000×厚み3

製品質量（g）

60

4,700

※仕様により異なります。

2.5 24 50 46

様々な評価方法で効果が実証されています。

１．寒天培地は２層とし、下層はPDA培地、上層にはPDA培地に各菌種の胞子104cell/ml（終濃度）を混釈した。防カビ処理し
た不織布DKF60、防カビ未処理のTN60P、他社品M-02を各3cm×3cmに切り、上記寒天培地上に置き、25℃で培養し、
3、7日目に評価した。

２．各検体（1cm×1cm）に各菌種の105cell/ml濃度の胞子懸濁液1mmを滴下し、PDA培地上に置い置き、25℃で培養し、
3、7日目に評価した。

評価方法

1.花粉アレル物質液、またはダニアレル物質液とサンプルを18時
間反応させる。

2.反応後のアレル物質液を回収し、ELISA測定サンプルとする。

3.ELISA法にて、アレル物質量を求め、未加工布からのアレル物
質低減量を求める。

評価結果
防カビ処理した不織布DKF60は、今回実施した試験では、供試したすべての菌種に対して強い抗カビ作用を示した。
また、方法１ではその効果は他社品M-02よりもやや強かったが、方法２では効果に差は見られなかった。
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■ELISA評価結果（花粉アレル物質）

アレル物質液
のみ

花
粉
ア
レ
ル
物
質
量（
μg
／
m2
）

0

2

4

6

8

10

12

未加工 洗浄
なし

洗浄
１回

洗浄
2回

洗浄
3回

3回のフィルター洗浄を施した後も
初期性能を85～90％維持 し、
花粉・ダニともに 高い除去効果が
継続 されることが確認できました。

■ELISA評価結果（ダニアレル物質）
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